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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は，新たな海底鉱物資源調査手法として，現場である海底においてレーザー誘導破壊分
光法（LIBS）を用いリアルタイムに成分分析するシステムの開発の可能性について述べたもので
ある。LIBS データと機械学習器を組み合わせた手法を提案し，提案手法を用いることにより従
来のように海底岩石のサンプリングを必要とせずに現場において従来手法に近い性能の岩石の
クラスタリングが可能であること示した。将来，効率的な海底鉱物資源調査が可能となることを
示した有用な論文である。 
本論文に関し，審査委員から，提案手法を用いることによる海底鉱物資源調査がどのようになる
のか，計算速度，機械学習器の選択理由，主成分分析の効果，他，多くの質問がなされたが，い
ずれも著者から満足（明確）な回答が得られた。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明
によって質問者の理解が得られた。  
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、
本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
